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平成29年度  
自主防災組織リーダー育成研修会 



 鶴山台北校区（地域情報） 
 

人   口：8,995人（H20）⇒8,401人（H25） 

高齢化率：25.8%（H25） ※市内平均20.1% 
 

◇昔からの地域と、新しく開発された地域がある。 

◇一戸建ての家と集合住宅が混在している。 

◇いきいきサロンの数も多く、子育てサロンも開催されており、活動の幅が広い。 

 私たちが目指す福祉のまち！ 
 

①防犯や防災については、日頃から近所どうしの声かけが大事であり、  
  普段からどうすると良いか具体的に取り決めを行うようにする。 
 

②子育てサロンやサークルの情報を提供し、参加を呼びかけたり、夏休み 
  の宿題をするための場所を提供したりする等、子どもへの支援を行う。 
 

③高齢者が買物の際に苦労していることが多いため、買物や移動販売の 
   方法を検討する。 
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①防犯や防災については、日頃
から近所どうしの声かけが大事
であり、普段からどうすると良い
か具体的に取り決めを行うように
する。 

 

 

鶴山台北校区 
私たちが目指す福祉のまち 
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新聞のコラムから 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

著作権の関係上、ホームページでは 
掲載していません 

 

 

 

 

 

 

 

 



経緯 
平成24年度に 

「鶴山台北校区 

   自主防災・減災会」 

           の立ち上げ  

5 



活動の様子 
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防災活動（避難訓練）① 7 



防災活動（避難訓練）② 8 



防災活動（避難訓練）③ 9 
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聴覚障がい者の対象 
      の避難訓練① 
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聴覚障がい者の対象 

      の避難訓練② 
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聴覚障がい者の対象 

      の避難訓練③ 
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聴覚障がい者の対象 

      の避難訓練④ 
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防災授業①（鶴山台北小学校5年生） 



防災授業②（鶴山台北小学校5年生） 
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（配付資料） 



防災授業③（鶴山台北小学校5年生） 
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防災授業④（鶴山台北小学校5年生） 
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防災授業⑤（鶴山台北小学校5年生） 



自主防災組織のこれから 
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○今後の課題 
 
 
○地域防災力を向上させるためには 
 
 
○社会のために何をしたいか 


